
所管部局

※（　　　）の数字は，委員数

所管部局による今後の改善策 今後の改善策について 意見・提言

基本方針 当面現状維持 　①現行どおり　　（ 0 ）　　②改善（ 2 ）

　③当面現状維持（ 2 ）　　④廃止（ 0 ）

〇「自ら考え行動する市民自治のまちづくり」は市民参加の仕組み
を作ることであり補助金の手当てをすることではない。
〇協働事業を地域問題の解決に資する事業に導いていくには，外
部推進委員会等の設置が有効的であると考えるので，検討してほ
しい。
〇利用者，市民からアンケートなどをとり，事業の内容，今後の必
要性の度合いなどを第三者の視点で評価し，公開することが望まし
い。
〇成果の公表を徹底する必要がある。

外部評価委員会としての提言

改善

実施方法の効率性 評価対象外

コ
ス
ト・
負
担

コストの節減度 評価対象外   審査項目に「費用の妥当性・経費
節減」の項目を設けている。
　補助金以外の経費は，必要最小限
の審査委員会運営経費のみ計上し
ている。

執
行
方
法

外部委託の可能性 評価対象外

　補助金交付事業のため評価対象
外

将来コスト増減見込み 評価対象外

受益者負担の適正度 評価対象外

〇公開プレゼンテーションで審査，行政提案型でテーマを決める，
補助率を見直すなど，手法については再考願いたい。
〇プロジェクト型公募の導入と補助率５０％，３年間実施，公開を是
非実現して欲しい。

事業目的実現のための手段 現手段も有効だが他の手段も考えられる 妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

必
要
性

事業の市民ニーズ 高まっている 　多様化する市民のニーズや地域課
題にきめ細かく対応するためには，
市民団体等と行政が協働で取組み
を進めていく必要がある。

妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

成
果
・
有
効
性

成果の達成状況 評価対象外
　初年度事業が終了したばかりであ
るので，現時点では成果や有効性の
判断は困難である。

市の関与の妥当性 社会情勢等から関与が妥当 妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

企画部企画管理課

所管部局の評価 外部評価

評価項目 評価内容 評価内容の説明 評価の妥当性 「妥当でない」と評価した理由

補-7 市民協働モデル事業費

整理番号 事　業　名


